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この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本
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この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣，国土交通大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 3411：2018 
 (IEC 60092-350：2014) 

船用電気設備－船及びオフショア用の電力，制御 

及び計装ケーブルの一般構造及び試験方法 

Electrical installations in ships-General construction and test methods of 

power, control and instrumentation cables for shipboard and offshore 

applications 

 
序文 

この規格は，2014 年に第 4 版として発行された IEC 60092-350 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，船及びオフショア（移動及び固定）ユニットにおける 18/30 (36) kV 以下の電圧の電気シス

テム用の銅導体をもつ電力，制御及び計装用ケーブルの一般構造要求事項及び試験方法について規定する。 

この固定システムの規格は，船の移動又は布設によって受ける振動又は動きに適用できるが，頻繁な屈

曲を意図したものではない。頻繁又は継続的な屈曲用途にふさわしいケーブルについては，ほかの規格，

例えば，JIS C 3662（規格群）及び JIS C 3663（規格群）に規定されており，それらの用途は，例えば，

移動工具，現地機具などの海洋環境に直接さらされない用途に制限されている。 

次の形式のケーブルは含まない。 

－ 光ファイバ 

－ 海面下，アンビリカルケーブル 

－ データ，通信ケーブル 

－ 同軸ケーブル 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60092-350:2014，Electrical installations in ships－Part 350: General construction and test methods 

of power, control and instrumentation cables for shipboard and offshore applications（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 3660-1-1:2003 電気・光ケーブルの絶縁体及びシース材料の共通試験方法－第 1-1 部：試験法総


